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槌
本
先
生
の
授
業
を
初
め
て
見
学
し
た
誰
も
が
、
先

　
１
年
生
の
現
代
文
の
授
業
で
、
黒
川
治は
る

彦ひ
こ

先
生
が
実

践
す
る
の
は
、過
去
の
学
習
内
容
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、

よ
り
深
く
、
多
角
的
に
読
み
解
い
て
い
く
学
習
だ
。
９

月
上
旬
に
行
わ
れ
た
こ
の
授
業
で
は
、
教
科
書
の
評
論

の
内
容
を
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
夏
季
休
業
中
に
課

し
た
評
論
の
読
解
問
題
が
、
思
考
を
活
性
化
す
る
ツ
ー

栃
木
県
立
宇
都
宮
高
校

◎
剛
毅
で
高
潔
な
人
物
の
育
成
を
目
指
す
「
瀧
の
原
主
義
」
に
基
づ
き
、

「
全
教
科
主
義
」「
学
業
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
を
実
践
。
自
己
実
現
を
果
た
せ

る
高
い
知
力
・
豊
か
な
情
操
を
養
い
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
課
題

解
決
を
図
れ
る
資
質
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
。

◎
設
立
　
１
８
７
９
（
明
治
12
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
・
通
信
制
／
普
通
科
／
男
子

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公
立
大
は
、

東
北
大
、東
京
大
、東
京
工
業
大
、一
橋
大
な
ど
に
１
１
８
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
な

ど
に
延
べ
２
６
３
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.tochigi-edu.ed.jp/utsunom

iya/nc2
/

栃木県立宇都宮高校
黒川治彦　くろかわ・はるひこ　

教職歴 19 年。
同校に赴任して 11年目。１学年担任。
アクティブ・ラーニングの実践は 20 年目になる。

過
去
の
学
習
内
容
と
行
き
来
す
る

活
発
な
議
論
の
中
で
、

深
い
読
解
を
実
現
す
る

14: 15

段落ごとに生徒が交替しながら、本文全体を音読する。
全26段落を10 分程度で通読完了。「『筆者は何を主張し
たいのか』を説明してほしいのだけれど、考えを整理する
のに何分必要？」と黒川先生から尋ねられた生徒が「3分
ください」と返事。クラスの全員がまず自分で考えて、そ
れからペアで話し合った。

●
１
年
生
「
現
代
文
」
の
授
業
。
情
報
学
者
で
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
西
垣
通

氏
の
「
ネ
ッ
ト
と
リ
ア
ル
の
あ
い
だ
」
を
、
こ
の
授
業
か
ら
全
4
時
間
で
読
み

解
い
て
い
く
。
１
回
目
の
今
回
の
授
業
は
、
本
文
全
体
を
通
し
て
読
み
、
筆
者

の
主
張
を
読
み
取
る
こ
と
を
目
指
す
。（
P.

　
29
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

現代文

実践

「
生
徒
の
議
論
」が
中
心
の
授
業
で

教
師
は
論
点
の
整
理
に
徹
す
る

黒
川
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

授業を進化！

思考を深化！本文を通読する
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ル
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

　
授
業
で
は
、
生
徒
が
段
落
ご
と
に
教
科
書
の
本
文
を

交
替
で
音
読
し
、全
体
を
通
読
。そ
の
後
、黒
川
先
生
は

生
徒
に
「
筆
者
の
主
張
は
？
」
と
問
い
か
け
た
。
指
名

さ
れ
た
生
徒
が
説
明
す
る
と
、ほ
か
の
生
徒
か
ら「
今

の
意
見
で
は
、
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
な
ぞ
っ

た
だ
け
で
は
？
」「
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
け
れ
ど
、う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い
な
い
」な

ど
の
指
摘
が
入
る
。そ
の
度
に
、黒
川
先
生
が「
み
ん
な

は
ど
う
思
う
？
」「
こ
の
言
葉
は
外
せ
な
い
よ
う
だ
ね
」

な
ど
と
、論
点
を
整
理
し
、発
表
者
と
聞
く
側
の
生
徒

を
橋
渡
し
し
な
が
ら
ク
ラ
ス
全
員
の
読
み
を
深
め
る
。

　
そ
う
し
て
、
筆
者
の
主
張
を
つ
か
む
た
め
に
正
確
に

理
解
す
る
べ
き
キ
ー
ワ
ー
ド
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、

授
業
は
大
き
く
展
開
す
る
。
夏
季
休
業
中
の
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
評
論
を
、
教
科
書
の
評
論
を
深
く
読
み

解
く
た
め
の
材
料
と
し
て
、
並
行
し
て
読
み
比
べ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。「
こ
こ
ま
で
に
出
て
き
た
キ
ー

ワ
ー
ド
を
念
頭
に
、
夏
季
休
業
中
に
読
ん
だ
評
論
を
も

う
一
度
ざ
っ
と
確
認
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
黒
川
先
生

の
言
葉
で
、
生
徒
た
ち
は
教
科
書
の
評
論
と
夏
季
休
業

中
に
取
り
組
ん
だ
評
論
を
読
み
比
べ
始
め
た
。

　「
１
つ
の
物
事
を
考
え
る
時
に
、
あ
え
て
別
の
角
度

か
ら
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、
本
校
で
は
す
べ

て
の
教
科
の
中
で
生
徒
に
訴
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

生
徒
も
、
複
数
の
評
論
を
並
行
し
て
読
む
意
味
を
十
分

理
解
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
授
業
を
続
け
て
い
く
と
、

２
、３
年
生
に
な
っ
た
時
、『
今
日
の
授
業
に
関
連
し
て
、

自
分
が
前
に
読
ん
だ
本
の
中
に
こ
ん
な
こ
と
が
書
か
れ

て
あ
っ
た
』
な
ど
、
教
科
書
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、

生
徒
が
率
先
し
て
過
去
の
学
び
を
持
ち
出
し
、
自
由
に

議
論
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　
教
科
書
、
そ
し
て
夏
季
休
業
中
の
課
題
と
複
数
の
評

論
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
生
徒
た
ち
が
、
グ
ル
ー
プ
で
の

議
論
を
経
て
、
さ
ら
に
ク
ラ
ス
全
体
で
の
討
議
を
続

け
た
。「
自
薦
で
も
他
薦
で
も
よ
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん

意
見
を
出
し
て
い
こ
う
」
と
黒
川
先
生
が
呼
び
か
け
る

と
、
そ
れ
に
応
じ
た
生
徒
た
ち
が
「
ネ
ッ
ト
社
会
で
内

面
的
な
も
の
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
主

張
が
、
こ
の
２
つ
の
評
論
に
共
通
し
て
い
る
」「
こ
の

評
論
で
の
『
内
面
性
』
と
、こ
の
評
論
で
の
『
身
体
性
』

は
、
言
葉
の
印
象
は
違
う
け
れ
ど
、
実
は
同
じ
意
味
な

の
で
は
？
」「
こ
の
２
つ
の
評
論
で
は
、『
身
体
』
と
い

う
意
味
が
全
く
別
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
」
な
ど
と

意
見
を
出
し
合
う
。別
の
角
度
か
ら
の
読
み
に
よ
っ
て
、

理
解
が
一
気
に
深
ま
っ
て
い
く
。

　
授
業
の
佳
境
と
も
言
え
る
お
よ
そ
十
数
分
間
、
黒
川

先
生
は
、
生
徒
の
意
見
を
整
理
し
、
議
論
を
促
進
す
る

こ
と
に
徹
す
る
。
明
ら
か
に
文
を
読
み
間
違
え
た
意
見

が
出
た
時
も
、
即
座
に
否
定
せ
ず
、
た
だ
整
理
し
て
そ

の
意
見
を
全
員
に
提
示
す
る
。
す
る
と
、
ほ
か
の
生
徒

か
ら
「
そ
れ
は
違
う
の
で
は
？
」
と
指
摘
が
入
る
。

　「
教
師
が
正
解
を
言
え
ば
、『
先
生
が
言
う
の
だ
か
ら

夏季休業中に課した評論の読解問題のプリントを生徒に返
却。「夏季休業中に読んだ評論で、教科書の評論と関係する
ものが思い浮かぶかな？」と問うと、約3分の１の生徒が挙
手したので、夏季休業中の課題を3分ほどで見直しさせた。
そして、教科書の評論と関連しそうな内容をグループで確認
しながら、筆者の主張を改めて検討した。

14:35 14:30

指名された生徒が前に出て、重要なキーワードを板書しなが
ら、筆者の主張を説明。聞く側の生徒は、説明の納得度を
拍手の大きさで評価する。黒川先生は、小さな拍手だった
生徒にその理由を聞くと、「自分が重要だと思った語句が盛
り込まれていない」などと理由を述べ、協働的な深掘りが
進んだ。

複
数
の
評
論
を
読
み
比
べ
、

語
り
合
い
の
中
で
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る

複数の評論を読み比べる 内容を発表する
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間
違
い
な
い
』
と
生
徒
は
考
え
る
こ
と
を
止
め
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
同
士
で
あ
れ
ば
、
本
当
に
正

し
い
か
ど
う
か
、
最
後
ま
で
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
生
徒

に
議
論
を
任
せ
る
か
ら
こ
そ
、学
び
が
深
ま
る
の
で
す
」

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
根
本
は
言
語
活
動
だ

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
あ
り
き
で

は
な
い
と
黒
川
先
生
は
考
え
る
。

　「
大
切
な
の
は
生
徒
が
能
動
的
に
、
深
く
考
え
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
実
現
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
講
義
形

式
の
授
業
で
も
構
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
生
徒
が

自
分
の
考
え
が
深
ま
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
絶
好
の
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
の
場
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
あ
る
こ
と

は
事
実
で
す
」

　
思
考
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実

現
に
は
、
教
師
の
役
割
が
よ
り
一
層
重
要
に
な
る
。

　「
分
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
教
師
の
思
い
が
強
す
ぎ

る
と
、
生
徒
が
理
解
し
て
い
る
こ
と
ま
で
説
明
し
て
し

ま
い
、
結
果
、
生
徒
の
授
業
に
対
す
る
熱
を
冷
ま
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
生
徒
は
自
分
で
考
え
、自
分
で
語
り
、

そ
し
て
認
め
ら
れ
た
い
の
で
す
。
生
徒
の
考
え
を
引
き

出
す
た
め
、
教
師
の
問
い
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
。
今

回
の
授
業
で
も
た
く
さ
ん
我
慢
し
ま
し
た
」

　
今
回
の
授
業
で
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
１
つ
で
あ
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
に
迫
る
場
面
で
、
あ
る
生
徒
が
人
間

の
存
在
を
「
精
神
と
身
体
か
ら
成
る
」
と
説
明
し
た
。

そ
こ
で
黒
川
先
生
が
問
う
。「
そ
れ
は
自
分
1
人
で
つ

く
ら
れ
る
も
の
？
」。
生
徒
が
「
い
い
え
。
周
囲
に
影

響
さ
れ
な
が
ら
⋮
⋮
」
と
答
え
た
次
の
瞬
間
、
ほ
か
の

生
徒
た
ち
が
思
わ
ず
「
あ
あ
⋮
⋮
」
と
声
を
漏
ら
し
た
。

ま
さ
に
、
最
小
限
の
問
い
か
け
で
生
徒
の
思
考
が
活
性

化
し
た
の
だ
。

　
生
徒
主
体
の
議
論
を
授
業
の
中
心
と
す
る
た
め
に

黒川先生は、授業中に「学びの意味」をよく口にする。この日、
先生が語った「異なるものを関連させることで、多角的に
考え、深く理解できる」というメッセージに共感したある
生徒が、その言葉を自分のノートの裏に大きく書いていた。

15: 03

生
徒
が
自
分
で
気
づ
く
た
め
の

最
小
限
の
問
い
を
追
究

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

黒川先生が「評論を読む意味は、そこで理解した視点や考
え方を、別の場面で使えるようになること」など、現代文
の学びの普遍的な意味を生徒に語る。残り1分程度で、生
徒が教科書と夏季休業中の課題を突き合わせながら、自主
的に今日の学びを確認し合った。

14:45

数人の生徒が、複数の評論を読み比べたことで分かったこ
とを踏まえて、教科書の評論の筆者の主張を発表。黒川先
生が「今の指摘はとても重要。では、夏季休業中の課題
の中に、別の視点でアプローチしている評論がなかったか
な？」と、さらにグループでの議論を促す。それらを踏ま
えて、最初に発表した生徒が再び内容を整理した。

間
違
っ
た
答
え
の
価
値
を

生
徒
に
理
解
さ
せ
る
授
業
力
が
求
め
ら
れ
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

まとめ 内容の整理

 October  2016
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も
、
入
学
後
1
か
月
く
ら
い
で
の
授
業
の
雰
囲
気
づ
く

り
が
重
要
だ
と
黒
川
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
人
前
で
間
違
え
た
り
、
否
定
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
を
恐
れ
ま
す
。
入
学
後
、
そ
う
し
た
心
持
ち
を
変
え

る
た
め
、私
は
、た
と
え
生
徒
が
間
違
っ
た
答
え
を
言
っ

て
も
、
そ
こ
に
学
び
の
価
値
が
あ
る
こ
と
を
丁
寧
に
説

明
し
な
が
ら
、生
徒
を
肯
定
す
る
こ
と
を
徹
底
し
ま
す
。

次
第
に
生
徒
た
ち
は
、
自
分
の
失
敗
が
周
囲
を
成
長
さ

せ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
雰
囲
気

が
で
き
上
が
れ
ば
、
自
分
の
意
見
に
対
し
て
ク
ラ
ス
の

仲
間
が
『
表
面
的
に
思
え
る
』
と
批
判
し
て
も
、
そ
れ

を
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
受
け
止
め
、
次
に
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

　
入
学
し
て
半
年
。
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
に
、
ま

だ
積
極
的
に
参
加
で
き
な
い
生
徒
も
い
る
。
だ
が
、
そ

う
し
た
生
徒
に
対
し
て
も
、
黒
川
先
生
は
、「
根
拠
が

固
ま
っ
て
い
な
い
ま
ま
、
形
だ
け
語
り
合
っ
て
も
意
味

は
な
い
。
自
分
の
考
え
が
固
ま
る
ま
で
、
焦
ら
ず
に
熟

考
す
れ
ば
よ
い
」
と
言
う
。

　「
正
解
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
古
典
に
比
べ
る
と
、

現
代
文
で
は
自
分
の
読
み
の
根
拠
が
浅
い
と
意
見
が
言

い
に
く
い
も
の
で
す
。
失
敗
と
成
功
を
繰
り
返
す
仲
間

の
姿
を
見
て
、
議
論
に
積
極
的
で
な
い
生
徒
に
も
少
し

ず
つ
自
信
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
し
、
机
間
巡
視

で
は
、
教
科
書
な
ど
へ
の
書
き
込
み
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

生
徒
の
理
解
を
支
え
、
価
値
あ
る
気
づ
き
を
拾
い
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
」

学習内容

自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための
指導内容

教師による発問・働きかけの
内容

教師が特に
観察・配慮
すべき点

本文を音読する 「言葉」に気をつけて、正確に読む。 •技能
【教師】声の大きさや速さに留意す
る。
【生徒】正確に音読する。

キーワード・キーセンテンス
に留意しながら、内容を正確
に捉えて読むよう働きかける。

声の大きさや本文
に向かう姿勢。

本文の内容を
考える

「言葉」を適切に理解し、文脈に
即して、筆者の主張の核を把握す
る。

•思考力
•判断力

【教師】まずは、自分でしっかりと考
えるよう伝える。
【生徒】線引きや図示など、自ら工
夫してまとめる。

生徒自身で時間を区切り、集
中して考えるよう働きかける。

本文のどの辺りに
気を配りながら考
えているかを、観
察する。

本文の内容を
発表し、評価を
受ける

「言葉」を適切に理解し、文脈を
押さえて筆者の主張を的確に把握
する姿勢を、生徒からの評価によ
り養う。

•思考力
•判断力
•表現力
•主体性

【教師】生徒による評価が適切にな
されるよう進行する。
【生徒】発表内容について確固たる
根拠に基づき、自分の考えで評価
を行う。

発表内容についてどのような
評価をし、その理由はどの
ような根拠からかを明示させ
る。また、根拠を持って評価
するよう促す。

発表者の態度や内
容について、間違っ
ている場合、頭ご
なしに否定せず、
なるべく生徒同士
の発言で解決する
よう仕向ける。

読み比べを行う
既読の文章（複数）に改めて触れ、
自らが蓄えた知識や教養と関連さ
せて、教科書本文を思考すること
の面白さを実感する。

•知識
•思考力
•多様性

【教師】夏季休業中の課題として既
に取り組んだプリントを返却し、個
人の記憶を呼び起こす契機とする。
【生徒】自分で考えた跡を振り返り、
教科書本文の内容と照らし合わせ
る。

筆者の述べている内容との関
連について、共通する点や異
なる点、発展している点など
について考えるよう働きかけ
る。

本文を考える上で
キーとなる多様な
ワードについて、
生徒から引き出
し、すべてを黒板
に書いておく。

読み比べた
内容について
グループで
話し合う

論理的に文章と文章とを関連づけ
説明し合うことで、教科書の本文
の読みを深める。

•知識
•思考力
•表現力
•多様性
•協働性

【教師】机間を巡視し、話し合いの
内容・進度について確認する。
【生徒】４人グループで内容について
話し合う。

筆者の述べている内容との関
連について、共通する点や異
なる点、発展している点など
について根拠を持って話すよ
う働きかける。

本文中に根拠を求
め、センテンスを
抜き出させるなど
して話し合わせる。

読み比べた
内容について
発表し、

評価を受ける

読み比べ、話し合ったことで、読
解上焦点をあてた視点（キーワード）
から、比較した文章と教科書本文
の内容を適切に関連づけて発表す
る。また、その発表に対し、自ら
の考えを持って適切に評価する。

•思考力
•表現力
•多様性
•協働性

【教師】司会に徹する。
【生徒】主体的に意見を述べる。

意見を整理しながら、内容が
誤っていても教師が答えを提
示することはせず、改めて生
徒同士で考えるよう働きかけ
る。

生徒の着眼点、そ
こから考えるべき
課題を見て取り、
クラスの全員が自
己の課題として考
えるような雰囲気
をつくる。

発表で問題と
なった点についてグ
ループで話し合う

話し合いを通して、深く内容を理
解する。

•思考力
•表現力
•多様性
•協働性

【教師】机間を巡視し、話し合いの
内容・進度について確認する。
【生徒】４人グループで内容について
話し合う。

文章内容に照らし、根拠を
持って話し合うよう働きかけ
る。

本文中に根拠を求
めて話し合えてい
るか気を配る。

話し合いを
踏まえ、改めて
考えを発表する

自らの思考の深まりとその過程に
ついて確認する。

•思考力
•表現力
•協働性

【教師】生徒の読み取った内容の変
化について整理する。
【生徒】発表内容の変化について過
程を明確にして発表する。

状況によっては、思考が変化
した過程についての説明を求
める。

生徒の発表に集中
し、その変化を適
切にピックアップ
する。

まとめる 思考を継続する。 •思考力
•表現力

【教師】生徒の変化を踏まえ、発問
をしながら本時の授業内容を整理
し、次時の内容につなげることで、
思考の継続を促す。
【生徒】発問に対する自らの考えを
述べる。

生徒の気づきを大切にするよ
うな発問を心がける。

生徒たちの現状を
踏まえ、長期的な
学習活動における
本時の位置づけに
ついても触れる。

＊黒川先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

授業デザインシート

【教科・科目】国語・国語総合（現代文）	
【分野・単元】評論	
【テーマ・作品】「ネットとリアルのあいだ」（西垣通）	

【設定時数】4 時間中の１時間目	
【本時全体の目標】	筆者の意見を捉え、多角的に考察する
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